


























































Ⅲ．賃上げと物価高による家計への影響に関する調査結果について
１．賃上げの実施状況
　今春の賃上げ実施状況は、「変わらない」が59.1％と最も高く、次いで「引き上げられた（引き上げ
予定）」が32.9％、「引き下げられた（引き下げ予定）」が7.3％の順となった。「引き上げられた（引き上
げ予定）」は、３割程度に留まっており、６割は賃金が変わっていない（図表８）。

２．賃上げの実施額
　賃上げの実施額は、「5,000円以上10,000円未満」が28.3％と最も多く、次いで「5,000円未満」が25.2％、

「10,000円以上15,000円未満」「20,000円以上」14.2％の順となっている。10,000円未満の賃上げ額が半数
を占めている（図表９）。

３．１カ月あたり家計費用負担額
　１年前と比べた１カ月当たりの家計費用負担額は、「20,000円以上増加」が26.6％と最も多く、次いで

「変わらない」が18.4％、「10,000円以上15,000円未満」が16.3％の順となっている。10,000円以上の負担
額が増加した割合は、６割に及んでいる（図表10）。

図表８　賃上げの実施状況
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図表９　賃上げの実施額
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エ、学生らの協力により、新たなスイーツ開発や
販路拡大への取り組みを継続しており、最終的に
は町の PR のみならず、生産者へ収益を還元する
仕組みを構築し、農業環境の充実や新規農業者の
獲得につながるよう、多方面からのアプローチと
努力を重ねているところであります。また、建設、
製造関係企業も順調に産業団地へ進出しており、
北産業団地で８割、南工業団地で９割の事業者様
が操業を継続している状態です。

  観光資源が増え、来町者も増える！

　観光面においては、古くから町内外の皆様に親
しまれている天神岬スポーツ公園が震災後にリ
ニューアルしており、何といっても
太平洋を一望できる露天風呂と、最
近ではコロナ禍におけるアウトドア
ブームの影響で、手ぶらでバーベ
キューが楽しめるオートキャンプ場
も毎週末予約で埋まっている状況で
す。楢葉町振興公社が独自の製法で
販 売 し て い る ジ ェ ラ ー ト 屋 さ ん

「ウィンディーランド」も大変人気
であり、また、公園内には遊具も設
置してありますので、お子様連れに
も嬉しい場所となっております。例
えば、ご家族でご来町いただき、

キャンプやバーベキューを楽しみ、アイスを食べ
て公園で遊び、温泉に入って宿泊するという、一
日を思い切り自然の中で楽しめるプランも天神岬
で叶えることができます。
　そしてもう一カ所、楢葉町で忘れてはいけない
のがサッカーの聖地として有名な「ナショナルト
レーニングセンター　J ヴィレッジ」です。J
ヴィレッジは平成８年５月に設立して以降、サッ
カー日本代表やアルゼンチン代表の合宿地として
活用されるほか、雨天練習場やプール、トレーニ
ングジムを兼ね備えた施設として、県内外から多
くの利用者を集めておりました。震災時は除染作
業の前線基地となり、緑のフィールドは駐車場の
ために一面鉄板が敷かれ、一時は復活が困難であ

天神岬スポーツ公園

楢葉町特産品開発センター
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ると誰もが思いましたが、平成30年にホテル棟、
全天候型練習場を新設し、パワーアップした姿で
復活を果たしました。現在では震災前同様、サッ
カー関係の合宿や大会で重宝されているほか、社
会人ラグビー大会の開催や、ももいろクローバー
Z の野外ライブ会場として選定されたり、楢葉町
のアンバサダーでもあるキャンドル・ジュン氏

（LOVE FOR NIPPON）が３月11日に手掛ける復
興祈念イベント「SONG OF THE EARTH」の
会場として数々のアーティストを招致したりと、
スポーツの枠を超えた、福島県の復興を象徴する
施設としての役割も果たしていただいております。
本年７月より高校サッカーインターハイの固定開
催も決定しており、J ヴィレッジをはじめ、近隣
市町村での試合が決定しているほか、楢葉町陸上
競技場についてもインターハイを想定し全面改修、
クラブハウス、ラグビーゴールも備えた多目的
フィールドへと進化を遂げようとしております。

 � �スポーツと観光が連動する 
まちづくりへ

　浜通りを縦断する６号国道の本町沿いには、町

民に親しまれている「道の駅ならは」がございま
す。平成13年に開駅して以降、物産館、レストラ
ンのほか、温泉やサウナを備えた当該施設は、町
内だけでなく旅行者や長距離ドライバーの皆様に
長らく愛されて参りました。震災以降は双葉警察
署の分署として町内の警備拠点となっておりまし
たが、こちらも平成31年に J ヴィレッジの復活に
合わせてリニューアルオープンを遂げております。
物産館では県内産品を中心に取り扱っているほか、
楢葉町産の酒米を使用した日本酒「楢葉の風」、
そして先ほど紹介しました町内産のサツマイモや
ゆずを使った産品が数多く販売しております。そ
して、令和６年度から７年度初頭にかけて、J
ヴィレッジと道の駅をつなぐ道路が完成予定であ
り、全国から来町されるインターハイ関係者や各
種大会、合宿で訪れた選手家族の皆様が、物産館
に最短距離で訪れる流れを生み出すことが可能と
なります。もちろん道を作るだけではなく、人の
流れを生み出すためには様々なアイデアを講じて
いく必要がありますが、本町主要施策の一つであ
る「スポーツ振興」を町観光施設と上手く連動さ
せ、更なる交流人口の拡大を図って参りたいと考
えております。

J ヴィレッジ

36




	2407第１表紙
	2407目次
	2407企業訪問
	2407地域発！現場検証シリーズ
	2407女性経営者に聞く！
	2407寄稿-JCER
	2407調査レポート
	2407県の取り組み
	2407地域の魅力
	2407第３表紙

